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   開     議 

 

 

○小関勝助議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○小関勝助議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 小関秀一議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 順位６番、議席番号５番、小関

秀一議員。 

  （５番小関秀一議員登壇） 

○５番 小関秀一議員 おはようございます。 

 台風３号の影響なのか、きのうまでとは打っ

て変わって少し過ごしやすい天候となりました。

ことしの冬、大分豪雪だったわけでして、４月

の種まき時期も大分低温の日々続いたわけです

が、約２カ月近く非常に好天で雨も少なくて、

百姓の立場からいうと、畑などからからという

状態で、体調管理、あと作物の生育等心配して

おる毎日であります。 

 打って変わって、経済の面なども振り返って

みますと、ここ半年近く、政権交代もあり、い

わゆるアベノミクスというふうな言葉がマスコ

ミも含めて躍っております。ただ、株や円の相

場の動きにもかかわらず、私たち市民生活をす

る者にとってはどこの話なのかなというふうな

思いで、毎日世の中の動きをただ傍観するのみ

というふうな毎日も続いているというふうに思

っております。 

 私は、長井市の財政について、農業問題につ

いて、通告している質問に従って質問を進めさ

せていただきます。 

 １番目、長期財政計画について。 

 この点については３月の定例会でも質問させ

ていただいた部分あるわけですが、30年先の財

務計画について、特に厚生労働省の発表であり

ますと、2040年には当長井市は１万9,500人に

人口が減るだろうというふうな予測をされてお

ります。人口動向、また時代によっては市民の

意向、あと公共サービスの需要と、総合的な調

査、検討の上で財政計画が策定されて、首長、

議員、職員、そして市民の年齢構成等も変わっ

てきますので、変わらぬ行政課題について一歩

一歩歩むことが必要だなというふうに私は感じ

ております。 

 ３月議会で、市長は答弁の中でも、長期の財

政計画については導入を検討する考えがあるこ

とを述べられております。今後の具体的な進め

方について、特に財政課長がかわられましたの

で、その点について、担当課長からも回答を求

めたいと思います。 

 ２つ目、公共施設等については、さまざま今、

課題が山積しておりまして、検討委員会が設置

されて検討中な課題も多くあります。全体的な

長井市の将来像を判断するためにも、さきに触

れました30年、40年スパンの計画と財務計画が

あわせ持っていなければ、住民の合意、そして

財務計画なしには、議会でも住民の方々も一つ

一つの単品では判断できないということが多く




